
リコール届出一覧表

リコール届出日：平成１８年５月３０日

 リコール届出番号 リコール開始日

 届出者の氏名又は名称

 不具合の部位（部品名）

 改善措置の内容

 不具合件数    ３件 事故の有無 　無し

 発見の動機 市場からの情報による。

車  名 型  式 通称名
リコール対象車の車台番号

の範囲及び製作期間
リコール対象車

の台数
備  考

いすゞ PJ-FTR34F4 フォワード
FTR34F4-7000113～FTR34F4-7000131
平成17年11月11日～平成18年1月20日

19

PJ-FTR34H4
FTR34H4-7000092～FTR34H4-7000099
平成17年11月16日～平成18年1月10日

8

PJ-FTR34K4
FTR34K4-7000119～FTR34K4-7000125
平成17年11月19日～平成18年1月9日

7

PJ-FTR34L4
FTR34L4-7000283～FTR34L4-7000290
平成17年11月15日～平成18年1月13日

8

PJ-FTR34N4
FTR34N4-7000276～FTR34N4-7000282
平成17年11月10日～平成18年1月18日

7

PJ-FVZ34L4
FVZ34L4-7000115～FVZ34L4-7000137
平成17年11月11日～平成18年1月20日

23

PJ-FVZ34N4
FVZ34N4-7000125～FVZ34N4-7000149
平成17年11月1日～平成18年1月12日

25

PJ-FVZ34S4
FVZ34S4-7000053～FVZ34S4-7000065
平成17年11月1日～平成18年1月19日

13

PJ-FVZ34V4
FVZ34V4-7000065～FVZ34V4-7000079
平成17年11月4日～平成18年1月18日

15

 問い合わせ先：お客様相談ｾﾝﾀｰ
TEL 0120-119-113

 自動車使用者及び自動
 車分解整備事業者に周
 知させるための措置

平成１８年５月３１日1669

・使用者：ダイレクトメールまたは直接訪問で通知する。
・自動車分解整備事業者：日整連発行の機関誌に掲載する。
・改善実施済車には、後面ガラス左下隅に№1669のステッカーを貼付する。

　全車両、当該ボルトを良品と交換する。なお、当該ボルトが損傷している
場合には、他のボルトも新品と交換する。

　かじ取り装置において、ナックルアームをナックルに固定するボルト２本の
うち１本について、熱処理が不適切なため、強度が不足しているものがある。
そのため、早期に当該ボルトが破損し、最悪の場合、２本とも折損し、ナック
ルアームが外れて操舵不能となるおそれがある。

　かじ取り装置

 基準不適合状態にある
 と認める構造、装置又は
 性能の状況及びその原因

いすゞ自動車株式会社
代表取締役社長  井田 義則

連絡先　　自動車交通局技術安全部審査課
　　　　　リコール対策室
　　　　　TEL 03-5253-8111 内線 42353
ｱﾄﾞﾚｽ  ： http://www.mlit.go.jp



車  名 型  式 通称名
リコール対象車の車台番号

の範囲及び製作期間
リコール対象車

の台数
備  考

　 PJ-LV234L1 エルガ
LV234L1-7000502～LV234L1-7000573
平成17年12月1日～平成18年3月13日

27

PJ-LV234N1
LV234N1-7000158～LV234N1-7000282
平成17年11月28日～平成18年3月7日

33

PJ-LV234Q1
LV234Q1-7000009～LV234Q1-7000024
平成17年12月6日～平成18年2月6日

16

(計12型式) (計2車種)
（製作期間全体の範囲）

平成17年11月1日～平成18年3月13日
(合計201台)

［注意事項］リコール対象車の車台番号の範囲には、対象とならない車両も含まれている場合があります。


